
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ２００９年１０月１１日           NO,１８９ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
民
主
党
が
「
廃
止
」
と
言
明
し
て
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
た
だ
ち
に
廃
止
さ

せ
な
い
と
、
来
年
四
月
か
ら
は
一
層
の
負
担
増
が
お
こ
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
二
年
ご
と
に
後
期
高
齢
者
の
人
口
と
か
か
っ
た
医
療
費
に
よ
っ
て
保
険

料
が
上
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
来
年
四
月
に
、
は
じ
め
て
の
保
険
料
改

定
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
京
都
の
広
域
連
合
が
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
で
お
こ
な
っ
た
試
算

で
は
、
年
金
収
入
が
二
百
十
一
万
円
の
単
身
者
の
場
合
、
保
険
料
が
四
千
百
円
か
ら
九
千
六
百
円
上
が

り
、
高
齢
者
の
く
ら
し
を
直
撃
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
扶
養
家
族
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
人
の
保
険
料
軽
減
措
置
と
均
等
割
り

の
七
割
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
八
・
五
割
へ
の
軽
減
措
置
が
、
来
年
三
月

で
切
れ
て
し
ま
う
た
め
、
負
担
が
の
し
か
か
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
を
先
送
り
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
に
負
担
と
混
乱
を
も
た

ら
す
だ
け
で
、
た
だ
ち
に
廃
止
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 慶福寺は、今から約４５０年 
前の天文年間に創建されたとい 
われ、開山は迦葉山竜華院六世 
の天宥清文和尚です。 
 参道の入り口には、県指定天 
然記念物の「発知のヒガンザク 
ラ」が、発知地区を見下ろす高 
台にあり、満開のころには多くの人が訪れています。 
 このサクラは、市内のヒガンザクラでは最も幹が太く、目通周

囲４．６５ｍ、高さ１５ｍで、苗代作りのころ開花することから

「発知の苗代桜」とも呼ばれています。 
 慶福寺の墓地には、発知三郎の墓と伝えられている五輪塔の一

部が残されています。 
 発知氏は、三浦系沼田氏の分家で、池田村史には、「文永八 
              年（１２７１）三郎景宗に発知を

分知せしめ、発知氏を名乗らしめ

た。」とあります。 
               発知氏の城（館）は、中発知と

上発知の境あたりにあたりにあ

り、今でも上発知にある杭門橋と

いったように、当時をしのばせる

名前が残っています。 

 ９月定例市議会の決算審査特別委員会で、街なか対策課長は、「内

容的には、太田市と同様に今後の見直しによって、事業の終結に向  

け、事業期間の延伸を国に認めてもらうよう臨

んでいく」といったような趣旨の答弁をおこな

いました。 
 太田市の土地区画整理事業は、国の指導で事

業の終結にむけ取り組まなければならいこと

から、事業計画の大幅な削減を図ることで、国

から期間の延長を認められたようです。 
 「太田市と同様に」ということは、事業終結

に向けた見直しをおこなうということになる

のではないでしょうか。 

 これまで会派に所属していなかった金井康夫議員

が、沼誠会に加入し、会派の名称も新政同志会（３人）

となりました。 
 これで現在の市議会の会派は、日本共産党沼田市議

団（２人）、公明党市議団（２人）、沼田クラブ（１６

人）、ぬまた政策クラブ（２人）となりました。 
会派は、５会派となり、会派に所属しない議員が２

人となりました。 

 ２００８年度（平成２０年度）では、財政が苦しいということか

ら、補助金の一律カットや下水道料金の値上げがおこなわれました。 

 しかし、市の財政状況はよくならず、経常収支比率は１０４．５％

で、１００万円の収入しかないの支出は、１０４万５千円かかって

いるようなものです。 

 これでは、市民に負担と痛みだけ押し付けただけで、夢も希望も

持つことはできません。 

 赤飯を参加者が奪い合う、尾合神社の「ヤァヤァど

り祭り」が、４日おこなわれました。 

 「ヤァヤァどり祭り」の起源は不明ですが、江戸時

代からつづいている

といわれています。 

               祭りでは、スマンジ

ュウやお菓子が投げ

られた後、赤飯を参加

者がおひつから奪い

合います。 

 

 

 

 

 

 


